
　残念ながら代表には選ばれなかった作品は今年から、イラスト展として
バスホールに掲示しています。運動会への熱い思いとやる気が感じられる
力作揃いです。ぜひ、ご来校された時にご覧ください。代表作に選ばれた
小松さんの作品は、今年の運動会のプログラムに掲載されます。
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　19日（月）転入した伊藤諒さんで
す。山形県からやって来ました。バス
は1号車です。
　時差ぼけの残る中、月曜日から登校
し元気に1週間過ごしました。走るの
も得意ということで、運動会での大活
躍を期待しています！白組です。
　まだ数日ですが、すっかりクラスに
も馴染んでいて、男女関係なく話もで
きています。新しい風が6年1組に吹
きこんだ感じがしています。

　19日（月）運動会プログラムイラス
と募集が終了しました。6年生からは、
左の７名の応募がありました。かわい
い作品もかっこいい作品もあり、小学
部の先生たち悩みに悩み、代表を選び
ました。今年、6年生代表は小松茉唯梨
さんに決まりました。リレーのバトン
渡しをていねいに表現しています。

BIG NEWS ６年１組に新メンバー加入！６年１組に新メンバー加入！



今週のベストショット

先週のベストショット

応援団リーダー燃えてます！応援団リーダー燃えてます！ 英語学習にも燃えています！英語学習にも燃えています！

諒さんもパリ日で燃えています！諒さんもパリ日で燃えています！

今週、燃えてる６年生を紹介します！今週、燃えてる６年生を紹介します！

　一人一人、燃えることは違うかもしれません。
燃え方も違うでしょう。でも、やる気という炎を
ずっと燃やし続けてほしいと願っています！

今週の傑作俳句
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国語「パリ日6年生句会～国語「パリ日6年生句会～春春～」～」
　20日（火）、国語の学習でパリ日6年生句会を開きました。第1回目は「春」をテーマ俳句を
詠みました。1人2句まで投句し、1人3票を持って得票の多かった順三に一席・二席・三席を選
びました。選ぶ基準は「表現の工夫」「イメージしやすい」「まねしたい」の３点です。
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　一席は、茉唯梨さんの「ふきのとう　雪の中から　ボンジュール」と諒さんの「藤の花　それ
見て笑う　すずめの子」が選ばれました。二人とも“様子が目に浮かぶ”という評価をみんなから
されていました。俳句を詠むには、どの言葉を残し、どれだけ削るかがすごく難しい作業になり
ます。でも、6年生の子どもたちはそれをむしろ楽しんでいました。「先生、もう一句作っても
いいですか？」そんな問いかけもたくさんありました。子どもらしい言葉のチョイスをする子
も、大人びた言葉で自分の俳句を彩る子もいます。いろんな俳句を見せてもらって、大人にはで
きない、詠めない俳句もたくさんあることに気づかされました。中学部国語担当の髙橋ひとみ先
生にも見てもらい高く評価して頂きました。本当にいいセンスをしているんじゃないかと思いま
す。子どもたちの作品は、第46回海外子女文芸作品コンクールに出品させて頂きます。


